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要旨
　本研究の目的は、現在、全国の看護系大学で行われている初年次教育の内容ならびに、その効果の測定方
法を明らかにすることである。平成30年1月に看護系大学271校の学部長（あるいは学科長）を対象に質問
紙調査をおこなった。その結果、95校から調査票の回答があった。回収率は35.1%であった。調査に回答し
た95校中82校（86.3%）が初年次教育をおこなっており、82校中53校（65.4％）で、看護系学部が初年次教
育を担っていることが明らかになった。初年次教育の内容として多い順に、「課題に対するレポート」、「グ
ループ学習」、「図書館の使い方」であった。初年次教育の効果測定方法は多い順に、「授業評価を基におこ
なっている」、「学生が自ら記入する成長を促す振り返りシートやポートフォリオを基におこなっている」、
「学生の成績を基におこなっている」であった。初年次教育の基本スタンスとして、82校中37校（45.7％）
が、「自学部の教育についていける水準まで引き上げることができなくても、すべての新入生の面倒をみる
（水準をある程度犠牲にしても脱落者をださないことを重視する）」であった。リメディアル教育を行って
いる科目は、多い順に「基礎生物・生物」「基礎化学・化学」「英語」であった。

Ⅰ．はじめに
　2000年以降、少子化の影響を受けて大学全入時代を迎
えた。このような背景の中、2018年には全国の看護系大
学は276大学となった。毎年の入学生には、「看護職」
としての自己の将来像や、「看護師になる」という目的
意識をもつ者が多い1）。しかし、一方で大学全入時代と
いわれ、同世代の半数以上が大学に進学する通過儀礼の
中では、入学動機は、「看護師になる」と明確化されて
も、学習習慣の身についていない学生が入学しているこ

とも否めない。
　中央教育審議会は「学士課程教育の構築に向けて」2）

において、初年次教育の必要性を提言した。そしてその
位置づけを「高等学校から他大学からの円滑な移行を図
り、学習および人格的な成長に向け、大学での学問的・
社会的な諸経験を成功させるべく、主に新入生を対象に
総合的に作られた教育プログラム」あるいは「初年次学
生が大学生になることを支援するプログラム」とした。
　看護系の教育課程を有する大学は、我が国の大学の3
校に1校あるという現状を鑑みると、看護系大学におけ
る初年次教育の充実は、当該学部・学科のみならずわが
国の大学教育に及ぼす影響の大きいことが考えられる。
　全国的に、初年次教育が広がる経緯の中生じる課題の
ひとつは、その教育が、学生の学びにどのような影響を
及ぼしているか、また、方略として効果があるかという
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評価である。
　評価方法は、授業評価アンケート、学生調査等があげ
られ、そのいずれもが学生の視点のみによる評価である
ことが明らかになっている。
　しかしながら、初年次教育を多様な視点で評価してい
る研究は少ない。成田3）は、多くの大学では、学生の活
動やエビデンスを記録した「ポートフォリオ」による評
価を用いているが、松下4）は「パフォーマンス評価」を
もう一つの評価方法として、大学教育の中で取り組むべ
き「次の課題」を明示している、としている。多様な視
点で初年次教育を評価し、その内容を吟味していくこと
は全国のいずれの大学でも喫緊の課題である。
　本研究では、現在、全国の看護系大学で行われている
初年次教育の内容ならびに、その効果の測定方法を明ら
かにすることを目的とする。

Ⅱ．用語の定義
　本研究では初年次教育を次のように定義する。初年次
教育とは「大学の教育環境への適応のための取り組み」
のことを指す、「専門教育への導入」については対象と
しない。具体的には以下の8点を目的とした大学1年生に
対する教育を初年次教育と定義する。この定義は、2008
年に河合塾が全国の国公立私立大学を対象におこなった
「全国大学の2008年度初年次教育調査」5）の定義を参考
にした。
①　学生生活や学習環境などの自己管理能力をつくる
②　高校までの不足分を補習する
③　大学という場を理解する
④　人として守るべき規範を理解する
⑤　大学の中に人間関係を構築する
⑥　レポートの書き方、文献検索の方法など、大学で学
ぶためのスタディスキルやアカデミックスキルを獲
得する

⑦　クリティカルシンキング・コミュニケーション力な
ど大学で学ぶための思考方法を身につける

⑧　高校までの受動的な学習から、能動的で自立的、自
律的な学習態度への転換を図る

Ⅲ．方法
３．１ 調査対象
　全国の看護系大学276校の看護学部長に依頼した。

３．２ 調査方法
　看護学部長宛に研究協力依頼の文書・質問紙を送付し
た。
　研究参加の同意が得られた研究対象者のみが無記名で
質問に回答後、添付している返信用封筒に質問紙を同封
し、個別に投函する方法で回収した。

３．３ 調査内容および分析方法
　以下⑦以外の質問については選択肢を設定し、回答す
る形とした。⑦については自由記述とした。
①　学部の情報について
②　初年次教育を行っているか
③　初年次教育を担っている部署
④　初年次教育の設定
⑤　初年次教育の内容
⑥　初年次教育の効果測定
⑦　効果のある初年次教育の内容
⑧　初年次教育では「新入生を自学部の教育についてい
ける水準に引き上げる」ことが目標と考えられてい
るが、もし目標水準にまで達しない学生がいた場合
の基本スタンスについて

⑨　リメディアル教育の科目
　分析は、①～⑥および⑧､⑨は記述統計量を算出し
た。⑦は、自由記載の内容を簡略化した表現に置き換え
てコードとし、前述の「Ⅱ．用語の定義」で示した、初
年次教育の定義を基に分類、整理した。なお、一文に複
数の内容が含まれる場合には、意味内容を損なわないよ
うに１コードが1つの意味内容となるように調整した。
分析の真実性、信憑性、移転性等の確保のために研究者
間で合意を得ながら行なった。

３．４ 倫理的配慮
　千葉科学大学倫理倫理審査委員会の承認を得て実施し
た（受付番号29-14、承認日平成29年11月29日）。研究
対象者には、研究の趣旨、プライバシーの保護の匿名性
の確保、研究協力中断の保証、データの管理方法を文書
で説明した。同意のある研究対象者のみ、回答するかた
ちで実施した。質問紙の回答・投函をもって研究協力に
同意したとみなした。

Ⅳ．結果
　平成30年1月に看護系大学276校を対象にし、調査票を
配布したところ、「あて所に尋ねあたりません」4通、
「現在建築途中による、配達できないため一旦お返しさ
せていただきます」1通、計5通の調査票がもどってきた
ため、最終的には271校に調査票を配布した。95校から
調査票の回答があった。回収率は35.1%であった。回答
のあった大学の1年生定員の平均は88.6 ± 24.5名、学部
名は看護学部が44校、保健医療学部が6校、看護福祉学
部が1校、その他が43校、無回答1校であった。開設年度
は平均2004.2 ± 9.5年であった。大学の種類は、総合大
学が59校、単科大学が25校、その他が9校、無回答2校で
あった。初年次教育を「おこなっている」82校、「おこ
なっていない」12校、「わからない」1校、無回答1校で
あった。

（17.3%）、「数学ⅡB」と回答した者が2名（2.5%）、
「基礎物理・物理」と回答した者が13名（16.0%）、
「基礎化学・化学」と回答した者が27名（33.3%）、
「基礎生物・生物」と回答した者が35名（43.2%）、
「英語」と回答した者が18名（22.2%）、「その他」と
回答した者が16名（19.8%）であった。

４．２ 初年次教育の内容で効果がある内容
　「現在おこなっている初年次教育で効果がある内容は
どのような内容ですか」という自由記述を求める質問内
容について記載があったのは、58名であった。「2018
年4月開設のため答えられません」「まだ不明である」
「効果を検証していないのでわかりません」「余り効
果が出ていていない」「現在のところ、時間外で行って
いるので出席率が悪く、明確な効果はなく科目や方策を
検討しています」を除いた53名の自由記述内容を表2に
示した。自由記述の分析の結果122コードが得られた。
【　】は初年次教育の定義による分類、「」には内容、
＜＞はコードまたは、自由記載の例を示す。
　【学生生活や学習環境などの自己管理能力をつくる】
では、「学習環境の適応」＜上級生による学習アドバイ
ス＞などの｢人的な学習環境の整備｣、学生や卒業生との
交流による「大学生活の意義や目標のイメージ化」「自
己の将来像のイメージ化」であった。
　【高校までの不足分の補習】では、＜生理学に必要な
化学、薬剤の希釈、点滴に必要な計算＞など、「基礎知
識」などであった。
　【大学という場を理解する】では、＜大学生になって
課題が次から次に出て、『自分の意見を求められるこ
と』が多いという意見は学生から聞く＞などの、「学生
としての権利・義務・責任意識の自覚化＞などであっ
た。
　【人として守るべき規範を理解する】【大学生活の中
で人間関係を構築する】は、コード数は多くなく、＜学
生間の関係を深める上級生との交流で、大学生活の意義
や目標をイメージする＞など、他の内容と組み合わせた
内容が含まれた。
　【レポートの書き方、文献検索の方法など、大学で学
ぶためのスタディスキル、アカデミックスキルを獲得す
る】は、「文献検索/図書館の利用」「情報リテラシー」
「ディスカッションの能力」「ノートテイキング」「レ
ポートの書き方」「プレゼンテーション能力」など、＜
図書館利用を積極的に推奨し、文献検索等の技法の向上
につながった＞＜文献批判/ルールの徹底理解（著作権を
含め）＞など、46件のコードがあった。
　【大学で学ぶための思考方法を身につける】では、
「コミュニケーション能力」「ロジカルシンキング・ク
リティカルシンキング」などであった。

　【高校までの受動的な学習から、能動的で自立的、自
律的な学習態度への転換を図る】では、＜課題別グルー
プ学習による学内外でのアクティブラーニングをとおし
て、学生たちが困難な状況を他者との関わりによって切
り拓きエンパワメントする姿が見られた＞＜学習成果の
プレゼンテーションとディスカッションによって、主体
的で対話的なアプローチ、成果の発信による課題の明確
化と共有が進んだ＞といった内容と、その効果について
記載したものや、＜フィードワーク、高齢者のディサー
ビスまたは子ども館に行かせているが、早くから他者と
接すること、また世代の違う対象と接することに、人の
思いや考えのちがいにふれ、学びになっていると思う＞
など、「課題の明確化と共有、探究による問題解決」能
力の醸成を目指し、大学が独自で取り組み効果があった
ユニークな取り組みを記載したものがあった。
　その他、＜ルーブリック評価を導入していることは、
学生が学習する目標の明確化につながり、教員もその評
価に応じて指導できる。導入や途中でのフィードバック
が重要であり、学生が自分の学びや学び方を振り返るこ
とができるような介入を意図している＞など、「学生と
教員との学習目標・気づきの共有化」、「ルーブリック
の活用」の効果を示唆したものがあった。一方で、「効
果については検討が必要」であるという指摘や、＜学習
意欲が高まっているが、効果を数値で測るのはむずかし
い＞など「効果の評価は困難」という記載もあった。

Ⅴ．考察
　調査に回答した95校中82校（86.3%）が初年次教育を
おこなっており、82校中53校（65.4％）で、看護系学部
が初年次教育を担っていること、82校中73校（90.1％）
で必修科目であることが明らかになった。ベネッセ教育
研究所6）が2013年に全国の大学の学科長を対象におこ
なった調査によると、大学の授業を通して、「以前より
学力が低くなっていること」が問題になっているとの回
答が75.8％と7割以上が問題に感じていることが明らか
になっている。学力の低下を背景に、初年次教育を実施
している看護系学部が8割以上存在することが考えられ
た。
　初年次教育の内容として多い順に、「課題に対するレ
ポート」、「グループ学習」、「図書館の使い方」であっ
た。
　また、前述の調査6）の結果、大学は、入学レディネス
としてどのような能力を必要としているかの質問で、そ
の必要度について、「かなり必要である」と回答割合が
高い項目が「根拠に基づいて判断する力」65.9％、「物
事を論理的に考える力」65.5％、「自分の考えをわかり
やすく話す力（口頭での表現力）」65.1％、「与えられ
た課題だけなく主体的に学ぶ力」64.4％であった。今回

の結果では、これらの必要な力を補完する内容が初年次
教育の内容となっていることが考えられた。今回の調査
対象とした看護系の大学では効果のある内容の自由記述
には、「・課題別グループ学習による学内外でのアク
ティブラーニングをとおして、学生たちが困難な状況を
他者との関わりによって切り拓きエンパワメントする姿
が見られた。・学習成果のプレゼンテーションとディス
カッションによって、主体的で対話的なアプローチ、成
果の発信による課題の明確化と共有が進んだ。・図書館
利用を積極的に推奨し、文献検索等の技法の向上につな
がった。」があり、大学生に必要な力を養うための初年
次教育が効果を発揮できていることも伺われた。
　初年次教育の効果測定方法で多い順に、「授業評価を
基におこなっている」、「学生が自ら記入する成長を促
す振り返りシートやポートフォリオを基におこなってい
る」、「学生の成績を基におこなっている」であった。
　初年次教育の評価を量的な結果だけでなく、質的な
データでも評価しており、多角的な視点での評価をして
いる大学があることが明らかになった。2009年に河合塾
が全国の国公私立大学のすべての学部をおこなった初年
次教育の調査では、ヒアリング調査をおこなっており、
A～Cのそれぞれの評価をおき、三つの視点において評
価された初年次教育をグッドプラクティスとしている、
三つの視点はA「受動的な学びから能動的な学びへの転
換、命題知の修得から実践知の修得への学び方の転換に
ついての取り組みを評価」、B「学生の自律・自立化の促
進についての取り組みを評価」、C「全学生に対する一定
水準以上の初年次教育が保証されているかを測り評価」
である。今後は評価の方法だけでなくその視点もあわせ
て、評価方法を明確にしていき、それぞれの大学が実情
に応じて初年次教育を実施していくことが必要だと考え
る。
　初年次教育の基本スタンスとして、82校中37校
（45.7％）が、「自学部の教育についていける水準まで
引き上げることができなくても、すべての新入生の面倒
をみる（水準をある程度犠牲にしても脱落者をださない
ことを重視する）」であった。先の全国調査6）で大学に
必要な入学者レディネスは、「与えられた課題だけな
く、主体的に学ぶ力」が必要度64.4％に対して、身に付
き度合いが43.6％と、最もギャップが大きいことが明ら
かになっており、今回の調査結果でもこの「主体的に学
ぶ力」の身に付き度合いが影響してすべての新入生の面
倒をみるが約半数だったのではないかと考える。
　リメディアル教育を行っている科目は、多い順に「基
礎生物・生物」「基礎化学・化学」「英語」であった。
先の調査6）によると、リメディアル教育実施学科の学科
系統別リメディアル教育の実施教科は「医・薬・保健」
学科では、「生物」が72.0％、「化学」63.7％、「物理」

４．１ 初年次教育をおこなっている看護系大学の状況
　初年次教育をおこなっている82校の状況は表1に示し
た。
　「初年次教育を担っているのはどこか」という質問に
対して、「看護系学部が担っている」と回答した者が53
名（65.4％）、「教育系学部が担っている」と回答した者
が3名（3.7％）、その他31名（38.3％）であった。
　「初年次教育の設定」を問う質問に対して、「必修科
目である」と答えた者が73名（90.1％）、「選択科目で
ある」と答えた者が7名（8.6％）、「時間外におこなっ
ている」と答えた者が10名、「その他」と回答した者が
3名（3.7％）であった。
　「初年次教育の内容」を問う質問に対して、「日本語
表現としてのレポートの書き方」と回答した者が58名
（71.6％）、「アカデミックスキルとしてのレポートの
書き方」と回答した者が63名（77.8％）、「図書館の使
い方」と回答した者が65名（80.2％）、「グループ学習」
と回答した者が67名（82.7％）、「ディベート」と回答
した者が23名（28.4％）、「フィールドワーク」と回答
した者が19名（23.5%）、「プレゼンテーション」と回答
した者が61名（75.3%）、「課題に対するレポート提出」
と回答した者が68名（84.0%）、「ふり返りシート（学
習の記録・ポートフォリオなど）」と回答した者が40名
（49.0%）、「その他」と回答した者が27名（33.3%）で
あった。
　「初年次教育の効果測定方法」を問う質問に対して、
「授業評価を基におこなっている」と回答した者が45名
（55.6%）、「学生調査を基におこなっている」と回答し
た者が20名（24.7%）、「学生の成績を基に行っている」
と回答した者が29名（35.8%）、「教員が記入する個々の
学生カルテまたは類似のものを基におこなっている」と
回答した者が7名（8.6%）、「学生が自ら記入する、成長
を促す振り返りシートやポートフォリオを基におこなっ
ている」と回答した者が3名（37.0%）、「その他」と回
答した者が11名（13.6%）、「おこなっていない」と回答
した者が6名（7.4%）であった。
　「初年次教育のスタンス」を問う質問に対して、「自
学部の教育についていける水準まで引き上げることがで
きなくても、すべての新入生の面倒をみる（水準をある
程度犠牲にしても脱落者をださないことを重視する）」
と回答した者が37名（45.7%）、「自学部の教育につい
ていける水準に達しない新入生はやむを得ないと考え
る（脱落者が出ても水準を守るほうを重視する）」と
回答した者が4名（4.9%）、「どちらを重視するともい
えない」と回答した者が36名（44.4%）、「無回答」5名
（6.2%）であった。
　「リメディアル教育をおこっている科目」を問
う質問に対して、「数学ⅠA」と回答した者が14名

56.5％であり、今回の調査の結果と「生物」「化学」の
順位は同様であった。学科を含む「医・薬・保健」学科
では入学後に解剖学・生理学・生化学の科目が必修科目
となっており、これらの必修科目の基礎になる教科であ
ることから大学入学後に補完する大学があることが伺え
る。

Ⅵ．結論
　調査に回答した95校中82校（86.3%）が初年次教育を
実施しており、82校中53校（65.4％）で、看護系学部が
初年次教育を担っていること、82校中73校（90.1％）で
必修科目であることが明らかになった。
　初年次教育の内容として多い順に、「課題に対するレ
ポート」、「グループ学習」、「図書館の使い方」であっ
た。
　初年次教育の効果測定方法で多い順に、「授業評価を
基におこなっている」、「学生が自ら記入する成長を促
す振り返りシートやポートフォリオを基におこなってい
る」、「学生の成績を基におこなっている」であった。
　初年次教育の基本スタンスとして、82校中37校
（45.7％）が、「自学部の教育についていける水準まで
引き上げることができなくても、すべての新入生の面倒
をみる（水準をある程度犠牲にしても脱落者をださない
ことを重視する）」であった。
　リメディアル教育を行っている科目は、多い順に「基
礎生物・生物」「基礎化学・化学」「英語」であった。
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Ⅰ．はじめに
　2000年以降、少子化の影響を受けて大学全入時代を迎
えた。このような背景の中、2018年には全国の看護系大
学は276大学となった。毎年の入学生には、「看護職」
としての自己の将来像や、「看護師になる」という目的
意識をもつ者が多い1）。しかし、一方で大学全入時代と
いわれ、同世代の半数以上が大学に進学する通過儀礼の
中では、入学動機は、「看護師になる」と明確化されて
も、学習習慣の身についていない学生が入学しているこ

とも否めない。
　中央教育審議会は「学士課程教育の構築に向けて」2）

において、初年次教育の必要性を提言した。そしてその
位置づけを「高等学校から他大学からの円滑な移行を図
り、学習および人格的な成長に向け、大学での学問的・
社会的な諸経験を成功させるべく、主に新入生を対象に
総合的に作られた教育プログラム」あるいは「初年次学
生が大学生になることを支援するプログラム」とした。
　看護系の教育課程を有する大学は、我が国の大学の3
校に1校あるという現状を鑑みると、看護系大学におけ
る初年次教育の充実は、当該学部・学科のみならずわが
国の大学教育に及ぼす影響の大きいことが考えられる。
　全国的に、初年次教育が広がる経緯の中生じる課題の
ひとつは、その教育が、学生の学びにどのような影響を
及ぼしているか、また、方略として効果があるかという

評価である。
　評価方法は、授業評価アンケート、学生調査等があげ
られ、そのいずれもが学生の視点のみによる評価である
ことが明らかになっている。
　しかしながら、初年次教育を多様な視点で評価してい
る研究は少ない。成田3）は、多くの大学では、学生の活
動やエビデンスを記録した「ポートフォリオ」による評
価を用いているが、松下4）は「パフォーマンス評価」を
もう一つの評価方法として、大学教育の中で取り組むべ
き「次の課題」を明示している、としている。多様な視
点で初年次教育を評価し、その内容を吟味していくこと
は全国のいずれの大学でも喫緊の課題である。
　本研究では、現在、全国の看護系大学で行われている
初年次教育の内容ならびに、その効果の測定方法を明ら
かにすることを目的とする。

Ⅱ．用語の定義
　本研究では初年次教育を次のように定義する。初年次
教育とは「大学の教育環境への適応のための取り組み」
のことを指す、「専門教育への導入」については対象と
しない。具体的には以下の8点を目的とした大学1年生に
対する教育を初年次教育と定義する。この定義は、2008
年に河合塾が全国の国公立私立大学を対象におこなった
「全国大学の2008年度初年次教育調査」5）の定義を参考
にした。
①　学生生活や学習環境などの自己管理能力をつくる
②　高校までの不足分を補習する
③　大学という場を理解する
④　人として守るべき規範を理解する
⑤　大学の中に人間関係を構築する
⑥　レポートの書き方、文献検索の方法など、大学で学
ぶためのスタディスキルやアカデミックスキルを獲
得する

⑦　クリティカルシンキング・コミュニケーション力な
ど大学で学ぶための思考方法を身につける

⑧　高校までの受動的な学習から、能動的で自立的、自
律的な学習態度への転換を図る

Ⅲ．方法
３．１ 調査対象
　全国の看護系大学276校の看護学部長に依頼した。

３．２ 調査方法
　看護学部長宛に研究協力依頼の文書・質問紙を送付し
た。
　研究参加の同意が得られた研究対象者のみが無記名で
質問に回答後、添付している返信用封筒に質問紙を同封
し、個別に投函する方法で回収した。

３．３ 調査内容および分析方法
　以下⑦以外の質問については選択肢を設定し、回答す
る形とした。⑦については自由記述とした。
①　学部の情報について
②　初年次教育を行っているか
③　初年次教育を担っている部署
④　初年次教育の設定
⑤　初年次教育の内容
⑥　初年次教育の効果測定
⑦　効果のある初年次教育の内容
⑧　初年次教育では「新入生を自学部の教育についてい
ける水準に引き上げる」ことが目標と考えられてい
るが、もし目標水準にまで達しない学生がいた場合
の基本スタンスについて

⑨　リメディアル教育の科目
　分析は、①～⑥および⑧､⑨は記述統計量を算出し
た。⑦は、自由記載の内容を簡略化した表現に置き換え
てコードとし、前述の「Ⅱ．用語の定義」で示した、初
年次教育の定義を基に分類、整理した。なお、一文に複
数の内容が含まれる場合には、意味内容を損なわないよ
うに１コードが1つの意味内容となるように調整した。
分析の真実性、信憑性、移転性等の確保のために研究者
間で合意を得ながら行なった。

３．４ 倫理的配慮
　千葉科学大学倫理倫理審査委員会の承認を得て実施し
た（受付番号29-14、承認日平成29年11月29日）。研究
対象者には、研究の趣旨、プライバシーの保護の匿名性
の確保、研究協力中断の保証、データの管理方法を文書
で説明した。同意のある研究対象者のみ、回答するかた
ちで実施した。質問紙の回答・投函をもって研究協力に
同意したとみなした。

Ⅳ．結果
　平成30年1月に看護系大学276校を対象にし、調査票を
配布したところ、「あて所に尋ねあたりません」4通、
「現在建築途中による、配達できないため一旦お返しさ
せていただきます」1通、計5通の調査票がもどってきた
ため、最終的には271校に調査票を配布した。95校から
調査票の回答があった。回収率は35.1%であった。回答
のあった大学の1年生定員の平均は88.6 ± 24.5名、学部
名は看護学部が44校、保健医療学部が6校、看護福祉学
部が1校、その他が43校、無回答1校であった。開設年度
は平均2004.2 ± 9.5年であった。大学の種類は、総合大
学が59校、単科大学が25校、その他が9校、無回答2校で
あった。初年次教育を「おこなっている」82校、「おこ
なっていない」12校、「わからない」1校、無回答1校で
あった。

（17.3%）、「数学ⅡB」と回答した者が2名（2.5%）、
「基礎物理・物理」と回答した者が13名（16.0%）、
「基礎化学・化学」と回答した者が27名（33.3%）、
「基礎生物・生物」と回答した者が35名（43.2%）、
「英語」と回答した者が18名（22.2%）、「その他」と
回答した者が16名（19.8%）であった。

４．２ 初年次教育の内容で効果がある内容
　「現在おこなっている初年次教育で効果がある内容は
どのような内容ですか」という自由記述を求める質問内
容について記載があったのは、58名であった。「2018
年4月開設のため答えられません」「まだ不明である」
「効果を検証していないのでわかりません」「余り効
果が出ていていない」「現在のところ、時間外で行って
いるので出席率が悪く、明確な効果はなく科目や方策を
検討しています」を除いた53名の自由記述内容を表2に
示した。自由記述の分析の結果122コードが得られた。
【　】は初年次教育の定義による分類、「」には内容、
＜＞はコードまたは、自由記載の例を示す。
　【学生生活や学習環境などの自己管理能力をつくる】
では、「学習環境の適応」＜上級生による学習アドバイ
ス＞などの｢人的な学習環境の整備｣、学生や卒業生との
交流による「大学生活の意義や目標のイメージ化」「自
己の将来像のイメージ化」であった。
　【高校までの不足分の補習】では、＜生理学に必要な
化学、薬剤の希釈、点滴に必要な計算＞など、「基礎知
識」などであった。
　【大学という場を理解する】では、＜大学生になって
課題が次から次に出て、『自分の意見を求められるこ
と』が多いという意見は学生から聞く＞などの、「学生
としての権利・義務・責任意識の自覚化＞などであっ
た。
　【人として守るべき規範を理解する】【大学生活の中
で人間関係を構築する】は、コード数は多くなく、＜学
生間の関係を深める上級生との交流で、大学生活の意義
や目標をイメージする＞など、他の内容と組み合わせた
内容が含まれた。
　【レポートの書き方、文献検索の方法など、大学で学
ぶためのスタディスキル、アカデミックスキルを獲得す
る】は、「文献検索/図書館の利用」「情報リテラシー」
「ディスカッションの能力」「ノートテイキング」「レ
ポートの書き方」「プレゼンテーション能力」など、＜
図書館利用を積極的に推奨し、文献検索等の技法の向上
につながった＞＜文献批判/ルールの徹底理解（著作権を
含め）＞など、46件のコードがあった。
　【大学で学ぶための思考方法を身につける】では、
「コミュニケーション能力」「ロジカルシンキング・ク
リティカルシンキング」などであった。

　【高校までの受動的な学習から、能動的で自立的、自
律的な学習態度への転換を図る】では、＜課題別グルー
プ学習による学内外でのアクティブラーニングをとおし
て、学生たちが困難な状況を他者との関わりによって切
り拓きエンパワメントする姿が見られた＞＜学習成果の
プレゼンテーションとディスカッションによって、主体
的で対話的なアプローチ、成果の発信による課題の明確
化と共有が進んだ＞といった内容と、その効果について
記載したものや、＜フィードワーク、高齢者のディサー
ビスまたは子ども館に行かせているが、早くから他者と
接すること、また世代の違う対象と接することに、人の
思いや考えのちがいにふれ、学びになっていると思う＞
など、「課題の明確化と共有、探究による問題解決」能
力の醸成を目指し、大学が独自で取り組み効果があった
ユニークな取り組みを記載したものがあった。
　その他、＜ルーブリック評価を導入していることは、
学生が学習する目標の明確化につながり、教員もその評
価に応じて指導できる。導入や途中でのフィードバック
が重要であり、学生が自分の学びや学び方を振り返るこ
とができるような介入を意図している＞など、「学生と
教員との学習目標・気づきの共有化」、「ルーブリック
の活用」の効果を示唆したものがあった。一方で、「効
果については検討が必要」であるという指摘や、＜学習
意欲が高まっているが、効果を数値で測るのはむずかし
い＞など「効果の評価は困難」という記載もあった。

Ⅴ．考察
　調査に回答した95校中82校（86.3%）が初年次教育を
おこなっており、82校中53校（65.4％）で、看護系学部
が初年次教育を担っていること、82校中73校（90.1％）
で必修科目であることが明らかになった。ベネッセ教育
研究所6）が2013年に全国の大学の学科長を対象におこ
なった調査によると、大学の授業を通して、「以前より
学力が低くなっていること」が問題になっているとの回
答が75.8％と7割以上が問題に感じていることが明らか
になっている。学力の低下を背景に、初年次教育を実施
している看護系学部が8割以上存在することが考えられ
た。
　初年次教育の内容として多い順に、「課題に対するレ
ポート」、「グループ学習」、「図書館の使い方」であっ
た。
　また、前述の調査6）の結果、大学は、入学レディネス
としてどのような能力を必要としているかの質問で、そ
の必要度について、「かなり必要である」と回答割合が
高い項目が「根拠に基づいて判断する力」65.9％、「物
事を論理的に考える力」65.5％、「自分の考えをわかり
やすく話す力（口頭での表現力）」65.1％、「与えられ
た課題だけなく主体的に学ぶ力」64.4％であった。今回

の結果では、これらの必要な力を補完する内容が初年次
教育の内容となっていることが考えられた。今回の調査
対象とした看護系の大学では効果のある内容の自由記述
には、「・課題別グループ学習による学内外でのアク
ティブラーニングをとおして、学生たちが困難な状況を
他者との関わりによって切り拓きエンパワメントする姿
が見られた。・学習成果のプレゼンテーションとディス
カッションによって、主体的で対話的なアプローチ、成
果の発信による課題の明確化と共有が進んだ。・図書館
利用を積極的に推奨し、文献検索等の技法の向上につな
がった。」があり、大学生に必要な力を養うための初年
次教育が効果を発揮できていることも伺われた。
　初年次教育の効果測定方法で多い順に、「授業評価を
基におこなっている」、「学生が自ら記入する成長を促
す振り返りシートやポートフォリオを基におこなってい
る」、「学生の成績を基におこなっている」であった。
　初年次教育の評価を量的な結果だけでなく、質的な
データでも評価しており、多角的な視点での評価をして
いる大学があることが明らかになった。2009年に河合塾
が全国の国公私立大学のすべての学部をおこなった初年
次教育の調査では、ヒアリング調査をおこなっており、
A～Cのそれぞれの評価をおき、三つの視点において評
価された初年次教育をグッドプラクティスとしている、
三つの視点はA「受動的な学びから能動的な学びへの転
換、命題知の修得から実践知の修得への学び方の転換に
ついての取り組みを評価」、B「学生の自律・自立化の促
進についての取り組みを評価」、C「全学生に対する一定
水準以上の初年次教育が保証されているかを測り評価」
である。今後は評価の方法だけでなくその視点もあわせ
て、評価方法を明確にしていき、それぞれの大学が実情
に応じて初年次教育を実施していくことが必要だと考え
る。
　初年次教育の基本スタンスとして、82校中37校
（45.7％）が、「自学部の教育についていける水準まで
引き上げることができなくても、すべての新入生の面倒
をみる（水準をある程度犠牲にしても脱落者をださない
ことを重視する）」であった。先の全国調査6）で大学に
必要な入学者レディネスは、「与えられた課題だけな
く、主体的に学ぶ力」が必要度64.4％に対して、身に付
き度合いが43.6％と、最もギャップが大きいことが明ら
かになっており、今回の調査結果でもこの「主体的に学
ぶ力」の身に付き度合いが影響してすべての新入生の面
倒をみるが約半数だったのではないかと考える。
　リメディアル教育を行っている科目は、多い順に「基
礎生物・生物」「基礎化学・化学」「英語」であった。
先の調査6）によると、リメディアル教育実施学科の学科
系統別リメディアル教育の実施教科は「医・薬・保健」
学科では、「生物」が72.0％、「化学」63.7％、「物理」

４．１ 初年次教育をおこなっている看護系大学の状況
　初年次教育をおこなっている82校の状況は表1に示し
た。
　「初年次教育を担っているのはどこか」という質問に
対して、「看護系学部が担っている」と回答した者が53
名（65.4％）、「教育系学部が担っている」と回答した者
が3名（3.7％）、その他31名（38.3％）であった。
　「初年次教育の設定」を問う質問に対して、「必修科
目である」と答えた者が73名（90.1％）、「選択科目で
ある」と答えた者が7名（8.6％）、「時間外におこなっ
ている」と答えた者が10名、「その他」と回答した者が
3名（3.7％）であった。
　「初年次教育の内容」を問う質問に対して、「日本語
表現としてのレポートの書き方」と回答した者が58名
（71.6％）、「アカデミックスキルとしてのレポートの
書き方」と回答した者が63名（77.8％）、「図書館の使
い方」と回答した者が65名（80.2％）、「グループ学習」
と回答した者が67名（82.7％）、「ディベート」と回答
した者が23名（28.4％）、「フィールドワーク」と回答
した者が19名（23.5%）、「プレゼンテーション」と回答
した者が61名（75.3%）、「課題に対するレポート提出」
と回答した者が68名（84.0%）、「ふり返りシート（学
習の記録・ポートフォリオなど）」と回答した者が40名
（49.0%）、「その他」と回答した者が27名（33.3%）で
あった。
　「初年次教育の効果測定方法」を問う質問に対して、
「授業評価を基におこなっている」と回答した者が45名
（55.6%）、「学生調査を基におこなっている」と回答し
た者が20名（24.7%）、「学生の成績を基に行っている」
と回答した者が29名（35.8%）、「教員が記入する個々の
学生カルテまたは類似のものを基におこなっている」と
回答した者が7名（8.6%）、「学生が自ら記入する、成長
を促す振り返りシートやポートフォリオを基におこなっ
ている」と回答した者が3名（37.0%）、「その他」と回
答した者が11名（13.6%）、「おこなっていない」と回答
した者が6名（7.4%）であった。
　「初年次教育のスタンス」を問う質問に対して、「自
学部の教育についていける水準まで引き上げることがで
きなくても、すべての新入生の面倒をみる（水準をある
程度犠牲にしても脱落者をださないことを重視する）」
と回答した者が37名（45.7%）、「自学部の教育につい
ていける水準に達しない新入生はやむを得ないと考え
る（脱落者が出ても水準を守るほうを重視する）」と
回答した者が4名（4.9%）、「どちらを重視するともい
えない」と回答した者が36名（44.4%）、「無回答」5名
（6.2%）であった。
　「リメディアル教育をおこっている科目」を問
う質問に対して、「数学ⅠA」と回答した者が14名

56.5％であり、今回の調査の結果と「生物」「化学」の
順位は同様であった。学科を含む「医・薬・保健」学科
では入学後に解剖学・生理学・生化学の科目が必修科目
となっており、これらの必修科目の基礎になる教科であ
ることから大学入学後に補完する大学があることが伺え
る。

Ⅵ．結論
　調査に回答した95校中82校（86.3%）が初年次教育を
実施しており、82校中53校（65.4％）で、看護系学部が
初年次教育を担っていること、82校中73校（90.1％）で
必修科目であることが明らかになった。
　初年次教育の内容として多い順に、「課題に対するレ
ポート」、「グループ学習」、「図書館の使い方」であっ
た。
　初年次教育の効果測定方法で多い順に、「授業評価を
基におこなっている」、「学生が自ら記入する成長を促
す振り返りシートやポートフォリオを基におこなってい
る」、「学生の成績を基におこなっている」であった。
　初年次教育の基本スタンスとして、82校中37校
（45.7％）が、「自学部の教育についていける水準まで
引き上げることができなくても、すべての新入生の面倒
をみる（水準をある程度犠牲にしても脱落者をださない
ことを重視する）」であった。
　リメディアル教育を行っている科目は、多い順に「基
礎生物・生物」「基礎化学・化学」「英語」であった。
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Ⅰ．はじめに
　2000年以降、少子化の影響を受けて大学全入時代を迎
えた。このような背景の中、2018年には全国の看護系大
学は276大学となった。毎年の入学生には、「看護職」
としての自己の将来像や、「看護師になる」という目的
意識をもつ者が多い1）。しかし、一方で大学全入時代と
いわれ、同世代の半数以上が大学に進学する通過儀礼の
中では、入学動機は、「看護師になる」と明確化されて
も、学習習慣の身についていない学生が入学しているこ

とも否めない。
　中央教育審議会は「学士課程教育の構築に向けて」2）

において、初年次教育の必要性を提言した。そしてその
位置づけを「高等学校から他大学からの円滑な移行を図
り、学習および人格的な成長に向け、大学での学問的・
社会的な諸経験を成功させるべく、主に新入生を対象に
総合的に作られた教育プログラム」あるいは「初年次学
生が大学生になることを支援するプログラム」とした。
　看護系の教育課程を有する大学は、我が国の大学の3
校に1校あるという現状を鑑みると、看護系大学におけ
る初年次教育の充実は、当該学部・学科のみならずわが
国の大学教育に及ぼす影響の大きいことが考えられる。
　全国的に、初年次教育が広がる経緯の中生じる課題の
ひとつは、その教育が、学生の学びにどのような影響を
及ぼしているか、また、方略として効果があるかという

評価である。
　評価方法は、授業評価アンケート、学生調査等があげ
られ、そのいずれもが学生の視点のみによる評価である
ことが明らかになっている。
　しかしながら、初年次教育を多様な視点で評価してい
る研究は少ない。成田3）は、多くの大学では、学生の活
動やエビデンスを記録した「ポートフォリオ」による評
価を用いているが、松下4）は「パフォーマンス評価」を
もう一つの評価方法として、大学教育の中で取り組むべ
き「次の課題」を明示している、としている。多様な視
点で初年次教育を評価し、その内容を吟味していくこと
は全国のいずれの大学でも喫緊の課題である。
　本研究では、現在、全国の看護系大学で行われている
初年次教育の内容ならびに、その効果の測定方法を明ら
かにすることを目的とする。

Ⅱ．用語の定義
　本研究では初年次教育を次のように定義する。初年次
教育とは「大学の教育環境への適応のための取り組み」
のことを指す、「専門教育への導入」については対象と
しない。具体的には以下の8点を目的とした大学1年生に
対する教育を初年次教育と定義する。この定義は、2008
年に河合塾が全国の国公立私立大学を対象におこなった
「全国大学の2008年度初年次教育調査」5）の定義を参考
にした。
①　学生生活や学習環境などの自己管理能力をつくる
②　高校までの不足分を補習する
③　大学という場を理解する
④　人として守るべき規範を理解する
⑤　大学の中に人間関係を構築する
⑥　レポートの書き方、文献検索の方法など、大学で学
ぶためのスタディスキルやアカデミックスキルを獲
得する

⑦　クリティカルシンキング・コミュニケーション力な
ど大学で学ぶための思考方法を身につける

⑧　高校までの受動的な学習から、能動的で自立的、自
律的な学習態度への転換を図る

Ⅲ．方法
３．１ 調査対象
　全国の看護系大学276校の看護学部長に依頼した。

３．２ 調査方法
　看護学部長宛に研究協力依頼の文書・質問紙を送付し
た。
　研究参加の同意が得られた研究対象者のみが無記名で
質問に回答後、添付している返信用封筒に質問紙を同封
し、個別に投函する方法で回収した。

３．３ 調査内容および分析方法
　以下⑦以外の質問については選択肢を設定し、回答す
る形とした。⑦については自由記述とした。
①　学部の情報について
②　初年次教育を行っているか
③　初年次教育を担っている部署
④　初年次教育の設定
⑤　初年次教育の内容
⑥　初年次教育の効果測定
⑦　効果のある初年次教育の内容
⑧　初年次教育では「新入生を自学部の教育についてい
ける水準に引き上げる」ことが目標と考えられてい
るが、もし目標水準にまで達しない学生がいた場合
の基本スタンスについて

⑨　リメディアル教育の科目
　分析は、①～⑥および⑧､⑨は記述統計量を算出し
た。⑦は、自由記載の内容を簡略化した表現に置き換え
てコードとし、前述の「Ⅱ．用語の定義」で示した、初
年次教育の定義を基に分類、整理した。なお、一文に複
数の内容が含まれる場合には、意味内容を損なわないよ
うに１コードが1つの意味内容となるように調整した。
分析の真実性、信憑性、移転性等の確保のために研究者
間で合意を得ながら行なった。

３．４ 倫理的配慮
　千葉科学大学倫理倫理審査委員会の承認を得て実施し
た（受付番号29-14、承認日平成29年11月29日）。研究
対象者には、研究の趣旨、プライバシーの保護の匿名性
の確保、研究協力中断の保証、データの管理方法を文書
で説明した。同意のある研究対象者のみ、回答するかた
ちで実施した。質問紙の回答・投函をもって研究協力に
同意したとみなした。

Ⅳ．結果
　平成30年1月に看護系大学276校を対象にし、調査票を
配布したところ、「あて所に尋ねあたりません」4通、
「現在建築途中による、配達できないため一旦お返しさ
せていただきます」1通、計5通の調査票がもどってきた
ため、最終的には271校に調査票を配布した。95校から
調査票の回答があった。回収率は35.1%であった。回答
のあった大学の1年生定員の平均は88.6 ± 24.5名、学部
名は看護学部が44校、保健医療学部が6校、看護福祉学
部が1校、その他が43校、無回答1校であった。開設年度
は平均2004.2 ± 9.5年であった。大学の種類は、総合大
学が59校、単科大学が25校、その他が9校、無回答2校で
あった。初年次教育を「おこなっている」82校、「おこ
なっていない」12校、「わからない」1校、無回答1校で
あった。

（17.3%）、「数学ⅡB」と回答した者が2名（2.5%）、
「基礎物理・物理」と回答した者が13名（16.0%）、
「基礎化学・化学」と回答した者が27名（33.3%）、
「基礎生物・生物」と回答した者が35名（43.2%）、
「英語」と回答した者が18名（22.2%）、「その他」と
回答した者が16名（19.8%）であった。

４．２ 初年次教育の内容で効果がある内容
　「現在おこなっている初年次教育で効果がある内容は
どのような内容ですか」という自由記述を求める質問内
容について記載があったのは、58名であった。「2018
年4月開設のため答えられません」「まだ不明である」
「効果を検証していないのでわかりません」「余り効
果が出ていていない」「現在のところ、時間外で行って
いるので出席率が悪く、明確な効果はなく科目や方策を
検討しています」を除いた53名の自由記述内容を表2に
示した。自由記述の分析の結果122コードが得られた。
【　】は初年次教育の定義による分類、「」には内容、
＜＞はコードまたは、自由記載の例を示す。
　【学生生活や学習環境などの自己管理能力をつくる】
では、「学習環境の適応」＜上級生による学習アドバイ
ス＞などの｢人的な学習環境の整備｣、学生や卒業生との
交流による「大学生活の意義や目標のイメージ化」「自
己の将来像のイメージ化」であった。
　【高校までの不足分の補習】では、＜生理学に必要な
化学、薬剤の希釈、点滴に必要な計算＞など、「基礎知
識」などであった。
　【大学という場を理解する】では、＜大学生になって
課題が次から次に出て、『自分の意見を求められるこ
と』が多いという意見は学生から聞く＞などの、「学生
としての権利・義務・責任意識の自覚化＞などであっ
た。
　【人として守るべき規範を理解する】【大学生活の中
で人間関係を構築する】は、コード数は多くなく、＜学
生間の関係を深める上級生との交流で、大学生活の意義
や目標をイメージする＞など、他の内容と組み合わせた
内容が含まれた。
　【レポートの書き方、文献検索の方法など、大学で学
ぶためのスタディスキル、アカデミックスキルを獲得す
る】は、「文献検索/図書館の利用」「情報リテラシー」
「ディスカッションの能力」「ノートテイキング」「レ
ポートの書き方」「プレゼンテーション能力」など、＜
図書館利用を積極的に推奨し、文献検索等の技法の向上
につながった＞＜文献批判/ルールの徹底理解（著作権を
含め）＞など、46件のコードがあった。
　【大学で学ぶための思考方法を身につける】では、
「コミュニケーション能力」「ロジカルシンキング・ク
リティカルシンキング」などであった。

　【高校までの受動的な学習から、能動的で自立的、自
律的な学習態度への転換を図る】では、＜課題別グルー
プ学習による学内外でのアクティブラーニングをとおし
て、学生たちが困難な状況を他者との関わりによって切
り拓きエンパワメントする姿が見られた＞＜学習成果の
プレゼンテーションとディスカッションによって、主体
的で対話的なアプローチ、成果の発信による課題の明確
化と共有が進んだ＞といった内容と、その効果について
記載したものや、＜フィードワーク、高齢者のディサー
ビスまたは子ども館に行かせているが、早くから他者と
接すること、また世代の違う対象と接することに、人の
思いや考えのちがいにふれ、学びになっていると思う＞
など、「課題の明確化と共有、探究による問題解決」能
力の醸成を目指し、大学が独自で取り組み効果があった
ユニークな取り組みを記載したものがあった。
　その他、＜ルーブリック評価を導入していることは、
学生が学習する目標の明確化につながり、教員もその評
価に応じて指導できる。導入や途中でのフィードバック
が重要であり、学生が自分の学びや学び方を振り返るこ
とができるような介入を意図している＞など、「学生と
教員との学習目標・気づきの共有化」、「ルーブリック
の活用」の効果を示唆したものがあった。一方で、「効
果については検討が必要」であるという指摘や、＜学習
意欲が高まっているが、効果を数値で測るのはむずかし
い＞など「効果の評価は困難」という記載もあった。

Ⅴ．考察
　調査に回答した95校中82校（86.3%）が初年次教育を
おこなっており、82校中53校（65.4％）で、看護系学部
が初年次教育を担っていること、82校中73校（90.1％）
で必修科目であることが明らかになった。ベネッセ教育
研究所6）が2013年に全国の大学の学科長を対象におこ
なった調査によると、大学の授業を通して、「以前より
学力が低くなっていること」が問題になっているとの回
答が75.8％と7割以上が問題に感じていることが明らか
になっている。学力の低下を背景に、初年次教育を実施
している看護系学部が8割以上存在することが考えられ
た。
　初年次教育の内容として多い順に、「課題に対するレ
ポート」、「グループ学習」、「図書館の使い方」であっ
た。
　また、前述の調査6）の結果、大学は、入学レディネス
としてどのような能力を必要としているかの質問で、そ
の必要度について、「かなり必要である」と回答割合が
高い項目が「根拠に基づいて判断する力」65.9％、「物
事を論理的に考える力」65.5％、「自分の考えをわかり
やすく話す力（口頭での表現力）」65.1％、「与えられ
た課題だけなく主体的に学ぶ力」64.4％であった。今回

の結果では、これらの必要な力を補完する内容が初年次
教育の内容となっていることが考えられた。今回の調査
対象とした看護系の大学では効果のある内容の自由記述
には、「・課題別グループ学習による学内外でのアク
ティブラーニングをとおして、学生たちが困難な状況を
他者との関わりによって切り拓きエンパワメントする姿
が見られた。・学習成果のプレゼンテーションとディス
カッションによって、主体的で対話的なアプローチ、成
果の発信による課題の明確化と共有が進んだ。・図書館
利用を積極的に推奨し、文献検索等の技法の向上につな
がった。」があり、大学生に必要な力を養うための初年
次教育が効果を発揮できていることも伺われた。
　初年次教育の効果測定方法で多い順に、「授業評価を
基におこなっている」、「学生が自ら記入する成長を促
す振り返りシートやポートフォリオを基におこなってい
る」、「学生の成績を基におこなっている」であった。
　初年次教育の評価を量的な結果だけでなく、質的な
データでも評価しており、多角的な視点での評価をして
いる大学があることが明らかになった。2009年に河合塾
が全国の国公私立大学のすべての学部をおこなった初年
次教育の調査では、ヒアリング調査をおこなっており、
A～Cのそれぞれの評価をおき、三つの視点において評
価された初年次教育をグッドプラクティスとしている、
三つの視点はA「受動的な学びから能動的な学びへの転
換、命題知の修得から実践知の修得への学び方の転換に
ついての取り組みを評価」、B「学生の自律・自立化の促
進についての取り組みを評価」、C「全学生に対する一定
水準以上の初年次教育が保証されているかを測り評価」
である。今後は評価の方法だけでなくその視点もあわせ
て、評価方法を明確にしていき、それぞれの大学が実情
に応じて初年次教育を実施していくことが必要だと考え
る。
　初年次教育の基本スタンスとして、82校中37校
（45.7％）が、「自学部の教育についていける水準まで
引き上げることができなくても、すべての新入生の面倒
をみる（水準をある程度犠牲にしても脱落者をださない
ことを重視する）」であった。先の全国調査6）で大学に
必要な入学者レディネスは、「与えられた課題だけな
く、主体的に学ぶ力」が必要度64.4％に対して、身に付
き度合いが43.6％と、最もギャップが大きいことが明ら
かになっており、今回の調査結果でもこの「主体的に学
ぶ力」の身に付き度合いが影響してすべての新入生の面
倒をみるが約半数だったのではないかと考える。
　リメディアル教育を行っている科目は、多い順に「基
礎生物・生物」「基礎化学・化学」「英語」であった。
先の調査6）によると、リメディアル教育実施学科の学科
系統別リメディアル教育の実施教科は「医・薬・保健」
学科では、「生物」が72.0％、「化学」63.7％、「物理」

４．１ 初年次教育をおこなっている看護系大学の状況
　初年次教育をおこなっている82校の状況は表1に示し
た。
　「初年次教育を担っているのはどこか」という質問に
対して、「看護系学部が担っている」と回答した者が53
名（65.4％）、「教育系学部が担っている」と回答した者
が3名（3.7％）、その他31名（38.3％）であった。
　「初年次教育の設定」を問う質問に対して、「必修科
目である」と答えた者が73名（90.1％）、「選択科目で
ある」と答えた者が7名（8.6％）、「時間外におこなっ
ている」と答えた者が10名、「その他」と回答した者が
3名（3.7％）であった。
　「初年次教育の内容」を問う質問に対して、「日本語
表現としてのレポートの書き方」と回答した者が58名
（71.6％）、「アカデミックスキルとしてのレポートの
書き方」と回答した者が63名（77.8％）、「図書館の使
い方」と回答した者が65名（80.2％）、「グループ学習」
と回答した者が67名（82.7％）、「ディベート」と回答
した者が23名（28.4％）、「フィールドワーク」と回答
した者が19名（23.5%）、「プレゼンテーション」と回答
した者が61名（75.3%）、「課題に対するレポート提出」
と回答した者が68名（84.0%）、「ふり返りシート（学
習の記録・ポートフォリオなど）」と回答した者が40名
（49.0%）、「その他」と回答した者が27名（33.3%）で
あった。
　「初年次教育の効果測定方法」を問う質問に対して、
「授業評価を基におこなっている」と回答した者が45名
（55.6%）、「学生調査を基におこなっている」と回答し
た者が20名（24.7%）、「学生の成績を基に行っている」
と回答した者が29名（35.8%）、「教員が記入する個々の
学生カルテまたは類似のものを基におこなっている」と
回答した者が7名（8.6%）、「学生が自ら記入する、成長
を促す振り返りシートやポートフォリオを基におこなっ
ている」と回答した者が3名（37.0%）、「その他」と回
答した者が11名（13.6%）、「おこなっていない」と回答
した者が6名（7.4%）であった。
　「初年次教育のスタンス」を問う質問に対して、「自
学部の教育についていける水準まで引き上げることがで
きなくても、すべての新入生の面倒をみる（水準をある
程度犠牲にしても脱落者をださないことを重視する）」
と回答した者が37名（45.7%）、「自学部の教育につい
ていける水準に達しない新入生はやむを得ないと考え
る（脱落者が出ても水準を守るほうを重視する）」と
回答した者が4名（4.9%）、「どちらを重視するともい
えない」と回答した者が36名（44.4%）、「無回答」5名
（6.2%）であった。
　「リメディアル教育をおこっている科目」を問
う質問に対して、「数学ⅠA」と回答した者が14名

56.5％であり、今回の調査の結果と「生物」「化学」の
順位は同様であった。学科を含む「医・薬・保健」学科
では入学後に解剖学・生理学・生化学の科目が必修科目
となっており、これらの必修科目の基礎になる教科であ
ることから大学入学後に補完する大学があることが伺え
る。

Ⅵ．結論
　調査に回答した95校中82校（86.3%）が初年次教育を
実施しており、82校中53校（65.4％）で、看護系学部が
初年次教育を担っていること、82校中73校（90.1％）で
必修科目であることが明らかになった。
　初年次教育の内容として多い順に、「課題に対するレ
ポート」、「グループ学習」、「図書館の使い方」であっ
た。
　初年次教育の効果測定方法で多い順に、「授業評価を
基におこなっている」、「学生が自ら記入する成長を促
す振り返りシートやポートフォリオを基におこなってい
る」、「学生の成績を基におこなっている」であった。
　初年次教育の基本スタンスとして、82校中37校
（45.7％）が、「自学部の教育についていける水準まで
引き上げることができなくても、すべての新入生の面倒
をみる（水準をある程度犠牲にしても脱落者をださない
ことを重視する）」であった。
　リメディアル教育を行っている科目は、多い順に「基
礎生物・生物」「基礎化学・化学」「英語」であった。
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Ⅰ．はじめに
　2000年以降、少子化の影響を受けて大学全入時代を迎
えた。このような背景の中、2018年には全国の看護系大
学は276大学となった。毎年の入学生には、「看護職」
としての自己の将来像や、「看護師になる」という目的
意識をもつ者が多い1）。しかし、一方で大学全入時代と
いわれ、同世代の半数以上が大学に進学する通過儀礼の
中では、入学動機は、「看護師になる」と明確化されて
も、学習習慣の身についていない学生が入学しているこ

とも否めない。
　中央教育審議会は「学士課程教育の構築に向けて」2）

において、初年次教育の必要性を提言した。そしてその
位置づけを「高等学校から他大学からの円滑な移行を図
り、学習および人格的な成長に向け、大学での学問的・
社会的な諸経験を成功させるべく、主に新入生を対象に
総合的に作られた教育プログラム」あるいは「初年次学
生が大学生になることを支援するプログラム」とした。
　看護系の教育課程を有する大学は、我が国の大学の3
校に1校あるという現状を鑑みると、看護系大学におけ
る初年次教育の充実は、当該学部・学科のみならずわが
国の大学教育に及ぼす影響の大きいことが考えられる。
　全国的に、初年次教育が広がる経緯の中生じる課題の
ひとつは、その教育が、学生の学びにどのような影響を
及ぼしているか、また、方略として効果があるかという

評価である。
　評価方法は、授業評価アンケート、学生調査等があげ
られ、そのいずれもが学生の視点のみによる評価である
ことが明らかになっている。
　しかしながら、初年次教育を多様な視点で評価してい
る研究は少ない。成田3）は、多くの大学では、学生の活
動やエビデンスを記録した「ポートフォリオ」による評
価を用いているが、松下4）は「パフォーマンス評価」を
もう一つの評価方法として、大学教育の中で取り組むべ
き「次の課題」を明示している、としている。多様な視
点で初年次教育を評価し、その内容を吟味していくこと
は全国のいずれの大学でも喫緊の課題である。
　本研究では、現在、全国の看護系大学で行われている
初年次教育の内容ならびに、その効果の測定方法を明ら
かにすることを目的とする。

Ⅱ．用語の定義
　本研究では初年次教育を次のように定義する。初年次
教育とは「大学の教育環境への適応のための取り組み」
のことを指す、「専門教育への導入」については対象と
しない。具体的には以下の8点を目的とした大学1年生に
対する教育を初年次教育と定義する。この定義は、2008
年に河合塾が全国の国公立私立大学を対象におこなった
「全国大学の2008年度初年次教育調査」5）の定義を参考
にした。
①　学生生活や学習環境などの自己管理能力をつくる
②　高校までの不足分を補習する
③　大学という場を理解する
④　人として守るべき規範を理解する
⑤　大学の中に人間関係を構築する
⑥　レポートの書き方、文献検索の方法など、大学で学
ぶためのスタディスキルやアカデミックスキルを獲
得する

⑦　クリティカルシンキング・コミュニケーション力な
ど大学で学ぶための思考方法を身につける

⑧　高校までの受動的な学習から、能動的で自立的、自
律的な学習態度への転換を図る

Ⅲ．方法
３．１ 調査対象
　全国の看護系大学276校の看護学部長に依頼した。

３．２ 調査方法
　看護学部長宛に研究協力依頼の文書・質問紙を送付し
た。
　研究参加の同意が得られた研究対象者のみが無記名で
質問に回答後、添付している返信用封筒に質問紙を同封
し、個別に投函する方法で回収した。

３．３ 調査内容および分析方法
　以下⑦以外の質問については選択肢を設定し、回答す
る形とした。⑦については自由記述とした。
①　学部の情報について
②　初年次教育を行っているか
③　初年次教育を担っている部署
④　初年次教育の設定
⑤　初年次教育の内容
⑥　初年次教育の効果測定
⑦　効果のある初年次教育の内容
⑧　初年次教育では「新入生を自学部の教育についてい
ける水準に引き上げる」ことが目標と考えられてい
るが、もし目標水準にまで達しない学生がいた場合
の基本スタンスについて

⑨　リメディアル教育の科目
　分析は、①～⑥および⑧､⑨は記述統計量を算出し
た。⑦は、自由記載の内容を簡略化した表現に置き換え
てコードとし、前述の「Ⅱ．用語の定義」で示した、初
年次教育の定義を基に分類、整理した。なお、一文に複
数の内容が含まれる場合には、意味内容を損なわないよ
うに１コードが1つの意味内容となるように調整した。
分析の真実性、信憑性、移転性等の確保のために研究者
間で合意を得ながら行なった。

３．４ 倫理的配慮
　千葉科学大学倫理倫理審査委員会の承認を得て実施し
た（受付番号29-14、承認日平成29年11月29日）。研究
対象者には、研究の趣旨、プライバシーの保護の匿名性
の確保、研究協力中断の保証、データの管理方法を文書
で説明した。同意のある研究対象者のみ、回答するかた
ちで実施した。質問紙の回答・投函をもって研究協力に
同意したとみなした。

Ⅳ．結果
　平成30年1月に看護系大学276校を対象にし、調査票を
配布したところ、「あて所に尋ねあたりません」4通、
「現在建築途中による、配達できないため一旦お返しさ
せていただきます」1通、計5通の調査票がもどってきた
ため、最終的には271校に調査票を配布した。95校から
調査票の回答があった。回収率は35.1%であった。回答
のあった大学の1年生定員の平均は88.6 ± 24.5名、学部
名は看護学部が44校、保健医療学部が6校、看護福祉学
部が1校、その他が43校、無回答1校であった。開設年度
は平均2004.2 ± 9.5年であった。大学の種類は、総合大
学が59校、単科大学が25校、その他が9校、無回答2校で
あった。初年次教育を「おこなっている」82校、「おこ
なっていない」12校、「わからない」1校、無回答1校で
あった。

（17.3%）、「数学ⅡB」と回答した者が2名（2.5%）、
「基礎物理・物理」と回答した者が13名（16.0%）、
「基礎化学・化学」と回答した者が27名（33.3%）、
「基礎生物・生物」と回答した者が35名（43.2%）、
「英語」と回答した者が18名（22.2%）、「その他」と
回答した者が16名（19.8%）であった。

４．２ 初年次教育の内容で効果がある内容
　「現在おこなっている初年次教育で効果がある内容は
どのような内容ですか」という自由記述を求める質問内
容について記載があったのは、58名であった。「2018
年4月開設のため答えられません」「まだ不明である」
「効果を検証していないのでわかりません」「余り効
果が出ていていない」「現在のところ、時間外で行って
いるので出席率が悪く、明確な効果はなく科目や方策を
検討しています」を除いた53名の自由記述内容を表2に
示した。自由記述の分析の結果122コードが得られた。
【　】は初年次教育の定義による分類、「」には内容、
＜＞はコードまたは、自由記載の例を示す。
　【学生生活や学習環境などの自己管理能力をつくる】
では、「学習環境の適応」＜上級生による学習アドバイ
ス＞などの｢人的な学習環境の整備｣、学生や卒業生との
交流による「大学生活の意義や目標のイメージ化」「自
己の将来像のイメージ化」であった。
　【高校までの不足分の補習】では、＜生理学に必要な
化学、薬剤の希釈、点滴に必要な計算＞など、「基礎知
識」などであった。
　【大学という場を理解する】では、＜大学生になって
課題が次から次に出て、『自分の意見を求められるこ
と』が多いという意見は学生から聞く＞などの、「学生
としての権利・義務・責任意識の自覚化＞などであっ
た。
　【人として守るべき規範を理解する】【大学生活の中
で人間関係を構築する】は、コード数は多くなく、＜学
生間の関係を深める上級生との交流で、大学生活の意義
や目標をイメージする＞など、他の内容と組み合わせた
内容が含まれた。
　【レポートの書き方、文献検索の方法など、大学で学
ぶためのスタディスキル、アカデミックスキルを獲得す
る】は、「文献検索/図書館の利用」「情報リテラシー」
「ディスカッションの能力」「ノートテイキング」「レ
ポートの書き方」「プレゼンテーション能力」など、＜
図書館利用を積極的に推奨し、文献検索等の技法の向上
につながった＞＜文献批判/ルールの徹底理解（著作権を
含め）＞など、46件のコードがあった。
　【大学で学ぶための思考方法を身につける】では、
「コミュニケーション能力」「ロジカルシンキング・ク
リティカルシンキング」などであった。

　【高校までの受動的な学習から、能動的で自立的、自
律的な学習態度への転換を図る】では、＜課題別グルー
プ学習による学内外でのアクティブラーニングをとおし
て、学生たちが困難な状況を他者との関わりによって切
り拓きエンパワメントする姿が見られた＞＜学習成果の
プレゼンテーションとディスカッションによって、主体
的で対話的なアプローチ、成果の発信による課題の明確
化と共有が進んだ＞といった内容と、その効果について
記載したものや、＜フィードワーク、高齢者のディサー
ビスまたは子ども館に行かせているが、早くから他者と
接すること、また世代の違う対象と接することに、人の
思いや考えのちがいにふれ、学びになっていると思う＞
など、「課題の明確化と共有、探究による問題解決」能
力の醸成を目指し、大学が独自で取り組み効果があった
ユニークな取り組みを記載したものがあった。
　その他、＜ルーブリック評価を導入していることは、
学生が学習する目標の明確化につながり、教員もその評
価に応じて指導できる。導入や途中でのフィードバック
が重要であり、学生が自分の学びや学び方を振り返るこ
とができるような介入を意図している＞など、「学生と
教員との学習目標・気づきの共有化」、「ルーブリック
の活用」の効果を示唆したものがあった。一方で、「効
果については検討が必要」であるという指摘や、＜学習
意欲が高まっているが、効果を数値で測るのはむずかし
い＞など「効果の評価は困難」という記載もあった。

Ⅴ．考察
　調査に回答した95校中82校（86.3%）が初年次教育を
おこなっており、82校中53校（65.4％）で、看護系学部
が初年次教育を担っていること、82校中73校（90.1％）
で必修科目であることが明らかになった。ベネッセ教育
研究所6）が2013年に全国の大学の学科長を対象におこ
なった調査によると、大学の授業を通して、「以前より
学力が低くなっていること」が問題になっているとの回
答が75.8％と7割以上が問題に感じていることが明らか
になっている。学力の低下を背景に、初年次教育を実施
している看護系学部が8割以上存在することが考えられ
た。
　初年次教育の内容として多い順に、「課題に対するレ
ポート」、「グループ学習」、「図書館の使い方」であっ
た。
　また、前述の調査6）の結果、大学は、入学レディネス
としてどのような能力を必要としているかの質問で、そ
の必要度について、「かなり必要である」と回答割合が
高い項目が「根拠に基づいて判断する力」65.9％、「物
事を論理的に考える力」65.5％、「自分の考えをわかり
やすく話す力（口頭での表現力）」65.1％、「与えられ
た課題だけなく主体的に学ぶ力」64.4％であった。今回

の結果では、これらの必要な力を補完する内容が初年次
教育の内容となっていることが考えられた。今回の調査
対象とした看護系の大学では効果のある内容の自由記述
には、「・課題別グループ学習による学内外でのアク
ティブラーニングをとおして、学生たちが困難な状況を
他者との関わりによって切り拓きエンパワメントする姿
が見られた。・学習成果のプレゼンテーションとディス
カッションによって、主体的で対話的なアプローチ、成
果の発信による課題の明確化と共有が進んだ。・図書館
利用を積極的に推奨し、文献検索等の技法の向上につな
がった。」があり、大学生に必要な力を養うための初年
次教育が効果を発揮できていることも伺われた。
　初年次教育の効果測定方法で多い順に、「授業評価を
基におこなっている」、「学生が自ら記入する成長を促
す振り返りシートやポートフォリオを基におこなってい
る」、「学生の成績を基におこなっている」であった。
　初年次教育の評価を量的な結果だけでなく、質的な
データでも評価しており、多角的な視点での評価をして
いる大学があることが明らかになった。2009年に河合塾
が全国の国公私立大学のすべての学部をおこなった初年
次教育の調査では、ヒアリング調査をおこなっており、
A～Cのそれぞれの評価をおき、三つの視点において評
価された初年次教育をグッドプラクティスとしている、
三つの視点はA「受動的な学びから能動的な学びへの転
換、命題知の修得から実践知の修得への学び方の転換に
ついての取り組みを評価」、B「学生の自律・自立化の促
進についての取り組みを評価」、C「全学生に対する一定
水準以上の初年次教育が保証されているかを測り評価」
である。今後は評価の方法だけでなくその視点もあわせ
て、評価方法を明確にしていき、それぞれの大学が実情
に応じて初年次教育を実施していくことが必要だと考え
る。
　初年次教育の基本スタンスとして、82校中37校
（45.7％）が、「自学部の教育についていける水準まで
引き上げることができなくても、すべての新入生の面倒
をみる（水準をある程度犠牲にしても脱落者をださない
ことを重視する）」であった。先の全国調査6）で大学に
必要な入学者レディネスは、「与えられた課題だけな
く、主体的に学ぶ力」が必要度64.4％に対して、身に付
き度合いが43.6％と、最もギャップが大きいことが明ら
かになっており、今回の調査結果でもこの「主体的に学
ぶ力」の身に付き度合いが影響してすべての新入生の面
倒をみるが約半数だったのではないかと考える。
　リメディアル教育を行っている科目は、多い順に「基
礎生物・生物」「基礎化学・化学」「英語」であった。
先の調査6）によると、リメディアル教育実施学科の学科
系統別リメディアル教育の実施教科は「医・薬・保健」
学科では、「生物」が72.0％、「化学」63.7％、「物理」

４．１ 初年次教育をおこなっている看護系大学の状況
　初年次教育をおこなっている82校の状況は表1に示し
た。
　「初年次教育を担っているのはどこか」という質問に
対して、「看護系学部が担っている」と回答した者が53
名（65.4％）、「教育系学部が担っている」と回答した者
が3名（3.7％）、その他31名（38.3％）であった。
　「初年次教育の設定」を問う質問に対して、「必修科
目である」と答えた者が73名（90.1％）、「選択科目で
ある」と答えた者が7名（8.6％）、「時間外におこなっ
ている」と答えた者が10名、「その他」と回答した者が
3名（3.7％）であった。
　「初年次教育の内容」を問う質問に対して、「日本語
表現としてのレポートの書き方」と回答した者が58名
（71.6％）、「アカデミックスキルとしてのレポートの
書き方」と回答した者が63名（77.8％）、「図書館の使
い方」と回答した者が65名（80.2％）、「グループ学習」
と回答した者が67名（82.7％）、「ディベート」と回答
した者が23名（28.4％）、「フィールドワーク」と回答
した者が19名（23.5%）、「プレゼンテーション」と回答
した者が61名（75.3%）、「課題に対するレポート提出」
と回答した者が68名（84.0%）、「ふり返りシート（学
習の記録・ポートフォリオなど）」と回答した者が40名
（49.0%）、「その他」と回答した者が27名（33.3%）で
あった。
　「初年次教育の効果測定方法」を問う質問に対して、
「授業評価を基におこなっている」と回答した者が45名
（55.6%）、「学生調査を基におこなっている」と回答し
た者が20名（24.7%）、「学生の成績を基に行っている」
と回答した者が29名（35.8%）、「教員が記入する個々の
学生カルテまたは類似のものを基におこなっている」と
回答した者が7名（8.6%）、「学生が自ら記入する、成長
を促す振り返りシートやポートフォリオを基におこなっ
ている」と回答した者が3名（37.0%）、「その他」と回
答した者が11名（13.6%）、「おこなっていない」と回答
した者が6名（7.4%）であった。
　「初年次教育のスタンス」を問う質問に対して、「自
学部の教育についていける水準まで引き上げることがで
きなくても、すべての新入生の面倒をみる（水準をある
程度犠牲にしても脱落者をださないことを重視する）」
と回答した者が37名（45.7%）、「自学部の教育につい
ていける水準に達しない新入生はやむを得ないと考え
る（脱落者が出ても水準を守るほうを重視する）」と
回答した者が4名（4.9%）、「どちらを重視するともい
えない」と回答した者が36名（44.4%）、「無回答」5名
（6.2%）であった。
　「リメディアル教育をおこっている科目」を問
う質問に対して、「数学ⅠA」と回答した者が14名

56.5％であり、今回の調査の結果と「生物」「化学」の
順位は同様であった。学科を含む「医・薬・保健」学科
では入学後に解剖学・生理学・生化学の科目が必修科目
となっており、これらの必修科目の基礎になる教科であ
ることから大学入学後に補完する大学があることが伺え
る。

Ⅵ．結論
　調査に回答した95校中82校（86.3%）が初年次教育を
実施しており、82校中53校（65.4％）で、看護系学部が
初年次教育を担っていること、82校中73校（90.1％）で
必修科目であることが明らかになった。
　初年次教育の内容として多い順に、「課題に対するレ
ポート」、「グループ学習」、「図書館の使い方」であっ
た。
　初年次教育の効果測定方法で多い順に、「授業評価を
基におこなっている」、「学生が自ら記入する成長を促
す振り返りシートやポートフォリオを基におこなってい
る」、「学生の成績を基におこなっている」であった。
　初年次教育の基本スタンスとして、82校中37校
（45.7％）が、「自学部の教育についていける水準まで
引き上げることができなくても、すべての新入生の面倒
をみる（水準をある程度犠牲にしても脱落者をださない
ことを重視する）」であった。
　リメディアル教育を行っている科目は、多い順に「基
礎生物・生物」「基礎化学・化学」「英語」であった。
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Ⅰ．はじめに
　2000年以降、少子化の影響を受けて大学全入時代を迎
えた。このような背景の中、2018年には全国の看護系大
学は276大学となった。毎年の入学生には、「看護職」
としての自己の将来像や、「看護師になる」という目的
意識をもつ者が多い1）。しかし、一方で大学全入時代と
いわれ、同世代の半数以上が大学に進学する通過儀礼の
中では、入学動機は、「看護師になる」と明確化されて
も、学習習慣の身についていない学生が入学しているこ

とも否めない。
　中央教育審議会は「学士課程教育の構築に向けて」2）

において、初年次教育の必要性を提言した。そしてその
位置づけを「高等学校から他大学からの円滑な移行を図
り、学習および人格的な成長に向け、大学での学問的・
社会的な諸経験を成功させるべく、主に新入生を対象に
総合的に作られた教育プログラム」あるいは「初年次学
生が大学生になることを支援するプログラム」とした。
　看護系の教育課程を有する大学は、我が国の大学の3
校に1校あるという現状を鑑みると、看護系大学におけ
る初年次教育の充実は、当該学部・学科のみならずわが
国の大学教育に及ぼす影響の大きいことが考えられる。
　全国的に、初年次教育が広がる経緯の中生じる課題の
ひとつは、その教育が、学生の学びにどのような影響を
及ぼしているか、また、方略として効果があるかという

評価である。
　評価方法は、授業評価アンケート、学生調査等があげ
られ、そのいずれもが学生の視点のみによる評価である
ことが明らかになっている。
　しかしながら、初年次教育を多様な視点で評価してい
る研究は少ない。成田3）は、多くの大学では、学生の活
動やエビデンスを記録した「ポートフォリオ」による評
価を用いているが、松下4）は「パフォーマンス評価」を
もう一つの評価方法として、大学教育の中で取り組むべ
き「次の課題」を明示している、としている。多様な視
点で初年次教育を評価し、その内容を吟味していくこと
は全国のいずれの大学でも喫緊の課題である。
　本研究では、現在、全国の看護系大学で行われている
初年次教育の内容ならびに、その効果の測定方法を明ら
かにすることを目的とする。

Ⅱ．用語の定義
　本研究では初年次教育を次のように定義する。初年次
教育とは「大学の教育環境への適応のための取り組み」
のことを指す、「専門教育への導入」については対象と
しない。具体的には以下の8点を目的とした大学1年生に
対する教育を初年次教育と定義する。この定義は、2008
年に河合塾が全国の国公立私立大学を対象におこなった
「全国大学の2008年度初年次教育調査」5）の定義を参考
にした。
①　学生生活や学習環境などの自己管理能力をつくる
②　高校までの不足分を補習する
③　大学という場を理解する
④　人として守るべき規範を理解する
⑤　大学の中に人間関係を構築する
⑥　レポートの書き方、文献検索の方法など、大学で学
ぶためのスタディスキルやアカデミックスキルを獲
得する

⑦　クリティカルシンキング・コミュニケーション力な
ど大学で学ぶための思考方法を身につける

⑧　高校までの受動的な学習から、能動的で自立的、自
律的な学習態度への転換を図る

Ⅲ．方法
３．１ 調査対象
　全国の看護系大学276校の看護学部長に依頼した。

３．２ 調査方法
　看護学部長宛に研究協力依頼の文書・質問紙を送付し
た。
　研究参加の同意が得られた研究対象者のみが無記名で
質問に回答後、添付している返信用封筒に質問紙を同封
し、個別に投函する方法で回収した。

３．３ 調査内容および分析方法
　以下⑦以外の質問については選択肢を設定し、回答す
る形とした。⑦については自由記述とした。
①　学部の情報について
②　初年次教育を行っているか
③　初年次教育を担っている部署
④　初年次教育の設定
⑤　初年次教育の内容
⑥　初年次教育の効果測定
⑦　効果のある初年次教育の内容
⑧　初年次教育では「新入生を自学部の教育についてい
ける水準に引き上げる」ことが目標と考えられてい
るが、もし目標水準にまで達しない学生がいた場合
の基本スタンスについて

⑨　リメディアル教育の科目
　分析は、①～⑥および⑧､⑨は記述統計量を算出し
た。⑦は、自由記載の内容を簡略化した表現に置き換え
てコードとし、前述の「Ⅱ．用語の定義」で示した、初
年次教育の定義を基に分類、整理した。なお、一文に複
数の内容が含まれる場合には、意味内容を損なわないよ
うに１コードが1つの意味内容となるように調整した。
分析の真実性、信憑性、移転性等の確保のために研究者
間で合意を得ながら行なった。

３．４ 倫理的配慮
　千葉科学大学倫理倫理審査委員会の承認を得て実施し
た（受付番号29-14、承認日平成29年11月29日）。研究
対象者には、研究の趣旨、プライバシーの保護の匿名性
の確保、研究協力中断の保証、データの管理方法を文書
で説明した。同意のある研究対象者のみ、回答するかた
ちで実施した。質問紙の回答・投函をもって研究協力に
同意したとみなした。

Ⅳ．結果
　平成30年1月に看護系大学276校を対象にし、調査票を
配布したところ、「あて所に尋ねあたりません」4通、
「現在建築途中による、配達できないため一旦お返しさ
せていただきます」1通、計5通の調査票がもどってきた
ため、最終的には271校に調査票を配布した。95校から
調査票の回答があった。回収率は35.1%であった。回答
のあった大学の1年生定員の平均は88.6 ± 24.5名、学部
名は看護学部が44校、保健医療学部が6校、看護福祉学
部が1校、その他が43校、無回答1校であった。開設年度
は平均2004.2 ± 9.5年であった。大学の種類は、総合大
学が59校、単科大学が25校、その他が9校、無回答2校で
あった。初年次教育を「おこなっている」82校、「おこ
なっていない」12校、「わからない」1校、無回答1校で
あった。

（17.3%）、「数学ⅡB」と回答した者が2名（2.5%）、
「基礎物理・物理」と回答した者が13名（16.0%）、
「基礎化学・化学」と回答した者が27名（33.3%）、
「基礎生物・生物」と回答した者が35名（43.2%）、
「英語」と回答した者が18名（22.2%）、「その他」と
回答した者が16名（19.8%）であった。

４．２ 初年次教育の内容で効果がある内容
　「現在おこなっている初年次教育で効果がある内容は
どのような内容ですか」という自由記述を求める質問内
容について記載があったのは、58名であった。「2018
年4月開設のため答えられません」「まだ不明である」
「効果を検証していないのでわかりません」「余り効
果が出ていていない」「現在のところ、時間外で行って
いるので出席率が悪く、明確な効果はなく科目や方策を
検討しています」を除いた53名の自由記述内容を表2に
示した。自由記述の分析の結果122コードが得られた。
【　】は初年次教育の定義による分類、「」には内容、
＜＞はコードまたは、自由記載の例を示す。
　【学生生活や学習環境などの自己管理能力をつくる】
では、「学習環境の適応」＜上級生による学習アドバイ
ス＞などの｢人的な学習環境の整備｣、学生や卒業生との
交流による「大学生活の意義や目標のイメージ化」「自
己の将来像のイメージ化」であった。
　【高校までの不足分の補習】では、＜生理学に必要な
化学、薬剤の希釈、点滴に必要な計算＞など、「基礎知
識」などであった。
　【大学という場を理解する】では、＜大学生になって
課題が次から次に出て、『自分の意見を求められるこ
と』が多いという意見は学生から聞く＞などの、「学生
としての権利・義務・責任意識の自覚化＞などであっ
た。
　【人として守るべき規範を理解する】【大学生活の中
で人間関係を構築する】は、コード数は多くなく、＜学
生間の関係を深める上級生との交流で、大学生活の意義
や目標をイメージする＞など、他の内容と組み合わせた
内容が含まれた。
　【レポートの書き方、文献検索の方法など、大学で学
ぶためのスタディスキル、アカデミックスキルを獲得す
る】は、「文献検索/図書館の利用」「情報リテラシー」
「ディスカッションの能力」「ノートテイキング」「レ
ポートの書き方」「プレゼンテーション能力」など、＜
図書館利用を積極的に推奨し、文献検索等の技法の向上
につながった＞＜文献批判/ルールの徹底理解（著作権を
含め）＞など、46件のコードがあった。
　【大学で学ぶための思考方法を身につける】では、
「コミュニケーション能力」「ロジカルシンキング・ク
リティカルシンキング」などであった。

　【高校までの受動的な学習から、能動的で自立的、自
律的な学習態度への転換を図る】では、＜課題別グルー
プ学習による学内外でのアクティブラーニングをとおし
て、学生たちが困難な状況を他者との関わりによって切
り拓きエンパワメントする姿が見られた＞＜学習成果の
プレゼンテーションとディスカッションによって、主体
的で対話的なアプローチ、成果の発信による課題の明確
化と共有が進んだ＞といった内容と、その効果について
記載したものや、＜フィードワーク、高齢者のディサー
ビスまたは子ども館に行かせているが、早くから他者と
接すること、また世代の違う対象と接することに、人の
思いや考えのちがいにふれ、学びになっていると思う＞
など、「課題の明確化と共有、探究による問題解決」能
力の醸成を目指し、大学が独自で取り組み効果があった
ユニークな取り組みを記載したものがあった。
　その他、＜ルーブリック評価を導入していることは、
学生が学習する目標の明確化につながり、教員もその評
価に応じて指導できる。導入や途中でのフィードバック
が重要であり、学生が自分の学びや学び方を振り返るこ
とができるような介入を意図している＞など、「学生と
教員との学習目標・気づきの共有化」、「ルーブリック
の活用」の効果を示唆したものがあった。一方で、「効
果については検討が必要」であるという指摘や、＜学習
意欲が高まっているが、効果を数値で測るのはむずかし
い＞など「効果の評価は困難」という記載もあった。

Ⅴ．考察
　調査に回答した95校中82校（86.3%）が初年次教育を
おこなっており、82校中53校（65.4％）で、看護系学部
が初年次教育を担っていること、82校中73校（90.1％）
で必修科目であることが明らかになった。ベネッセ教育
研究所6）が2013年に全国の大学の学科長を対象におこ
なった調査によると、大学の授業を通して、「以前より
学力が低くなっていること」が問題になっているとの回
答が75.8％と7割以上が問題に感じていることが明らか
になっている。学力の低下を背景に、初年次教育を実施
している看護系学部が8割以上存在することが考えられ
た。
　初年次教育の内容として多い順に、「課題に対するレ
ポート」、「グループ学習」、「図書館の使い方」であっ
た。
　また、前述の調査6）の結果、大学は、入学レディネス
としてどのような能力を必要としているかの質問で、そ
の必要度について、「かなり必要である」と回答割合が
高い項目が「根拠に基づいて判断する力」65.9％、「物
事を論理的に考える力」65.5％、「自分の考えをわかり
やすく話す力（口頭での表現力）」65.1％、「与えられ
た課題だけなく主体的に学ぶ力」64.4％であった。今回

の結果では、これらの必要な力を補完する内容が初年次
教育の内容となっていることが考えられた。今回の調査
対象とした看護系の大学では効果のある内容の自由記述
には、「・課題別グループ学習による学内外でのアク
ティブラーニングをとおして、学生たちが困難な状況を
他者との関わりによって切り拓きエンパワメントする姿
が見られた。・学習成果のプレゼンテーションとディス
カッションによって、主体的で対話的なアプローチ、成
果の発信による課題の明確化と共有が進んだ。・図書館
利用を積極的に推奨し、文献検索等の技法の向上につな
がった。」があり、大学生に必要な力を養うための初年
次教育が効果を発揮できていることも伺われた。
　初年次教育の効果測定方法で多い順に、「授業評価を
基におこなっている」、「学生が自ら記入する成長を促
す振り返りシートやポートフォリオを基におこなってい
る」、「学生の成績を基におこなっている」であった。
　初年次教育の評価を量的な結果だけでなく、質的な
データでも評価しており、多角的な視点での評価をして
いる大学があることが明らかになった。2009年に河合塾
が全国の国公私立大学のすべての学部をおこなった初年
次教育の調査では、ヒアリング調査をおこなっており、
A～Cのそれぞれの評価をおき、三つの視点において評
価された初年次教育をグッドプラクティスとしている、
三つの視点はA「受動的な学びから能動的な学びへの転
換、命題知の修得から実践知の修得への学び方の転換に
ついての取り組みを評価」、B「学生の自律・自立化の促
進についての取り組みを評価」、C「全学生に対する一定
水準以上の初年次教育が保証されているかを測り評価」
である。今後は評価の方法だけでなくその視点もあわせ
て、評価方法を明確にしていき、それぞれの大学が実情
に応じて初年次教育を実施していくことが必要だと考え
る。
　初年次教育の基本スタンスとして、82校中37校
（45.7％）が、「自学部の教育についていける水準まで
引き上げることができなくても、すべての新入生の面倒
をみる（水準をある程度犠牲にしても脱落者をださない
ことを重視する）」であった。先の全国調査6）で大学に
必要な入学者レディネスは、「与えられた課題だけな
く、主体的に学ぶ力」が必要度64.4％に対して、身に付
き度合いが43.6％と、最もギャップが大きいことが明ら
かになっており、今回の調査結果でもこの「主体的に学
ぶ力」の身に付き度合いが影響してすべての新入生の面
倒をみるが約半数だったのではないかと考える。
　リメディアル教育を行っている科目は、多い順に「基
礎生物・生物」「基礎化学・化学」「英語」であった。
先の調査6）によると、リメディアル教育実施学科の学科
系統別リメディアル教育の実施教科は「医・薬・保健」
学科では、「生物」が72.0％、「化学」63.7％、「物理」

４．１ 初年次教育をおこなっている看護系大学の状況
　初年次教育をおこなっている82校の状況は表1に示し
た。
　「初年次教育を担っているのはどこか」という質問に
対して、「看護系学部が担っている」と回答した者が53
名（65.4％）、「教育系学部が担っている」と回答した者
が3名（3.7％）、その他31名（38.3％）であった。
　「初年次教育の設定」を問う質問に対して、「必修科
目である」と答えた者が73名（90.1％）、「選択科目で
ある」と答えた者が7名（8.6％）、「時間外におこなっ
ている」と答えた者が10名、「その他」と回答した者が
3名（3.7％）であった。
　「初年次教育の内容」を問う質問に対して、「日本語
表現としてのレポートの書き方」と回答した者が58名
（71.6％）、「アカデミックスキルとしてのレポートの
書き方」と回答した者が63名（77.8％）、「図書館の使
い方」と回答した者が65名（80.2％）、「グループ学習」
と回答した者が67名（82.7％）、「ディベート」と回答
した者が23名（28.4％）、「フィールドワーク」と回答
した者が19名（23.5%）、「プレゼンテーション」と回答
した者が61名（75.3%）、「課題に対するレポート提出」
と回答した者が68名（84.0%）、「ふり返りシート（学
習の記録・ポートフォリオなど）」と回答した者が40名
（49.0%）、「その他」と回答した者が27名（33.3%）で
あった。
　「初年次教育の効果測定方法」を問う質問に対して、
「授業評価を基におこなっている」と回答した者が45名
（55.6%）、「学生調査を基におこなっている」と回答し
た者が20名（24.7%）、「学生の成績を基に行っている」
と回答した者が29名（35.8%）、「教員が記入する個々の
学生カルテまたは類似のものを基におこなっている」と
回答した者が7名（8.6%）、「学生が自ら記入する、成長
を促す振り返りシートやポートフォリオを基におこなっ
ている」と回答した者が3名（37.0%）、「その他」と回
答した者が11名（13.6%）、「おこなっていない」と回答
した者が6名（7.4%）であった。
　「初年次教育のスタンス」を問う質問に対して、「自
学部の教育についていける水準まで引き上げることがで
きなくても、すべての新入生の面倒をみる（水準をある
程度犠牲にしても脱落者をださないことを重視する）」
と回答した者が37名（45.7%）、「自学部の教育につい
ていける水準に達しない新入生はやむを得ないと考え
る（脱落者が出ても水準を守るほうを重視する）」と
回答した者が4名（4.9%）、「どちらを重視するともい
えない」と回答した者が36名（44.4%）、「無回答」5名
（6.2%）であった。
　「リメディアル教育をおこっている科目」を問
う質問に対して、「数学ⅠA」と回答した者が14名
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56.5％であり、今回の調査の結果と「生物」「化学」の
順位は同様であった。学科を含む「医・薬・保健」学科
では入学後に解剖学・生理学・生化学の科目が必修科目
となっており、これらの必修科目の基礎になる教科であ
ることから大学入学後に補完する大学があることが伺え
る。

Ⅵ．結論
　調査に回答した95校中82校（86.3%）が初年次教育を
実施しており、82校中53校（65.4％）で、看護系学部が
初年次教育を担っていること、82校中73校（90.1％）で
必修科目であることが明らかになった。
　初年次教育の内容として多い順に、「課題に対するレ
ポート」、「グループ学習」、「図書館の使い方」であっ
た。
　初年次教育の効果測定方法で多い順に、「授業評価を
基におこなっている」、「学生が自ら記入する成長を促
す振り返りシートやポートフォリオを基におこなってい
る」、「学生の成績を基におこなっている」であった。
　初年次教育の基本スタンスとして、82校中37校
（45.7％）が、「自学部の教育についていける水準まで
引き上げることができなくても、すべての新入生の面倒
をみる（水準をある程度犠牲にしても脱落者をださない
ことを重視する）」であった。
　リメディアル教育を行っている科目は、多い順に「基
礎生物・生物」「基礎化学・化学」「英語」であった。
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表1　初年次教育をおこなっている看護系大学の状況（Ｎ＝82）（複数回答）
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表2　現在おこなっている初年次教育で効果がある内容（自由記述）　（　）内数字はコードの個数
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表2　現在おこなっている初年次教育で効果がある内容（自由記述）　続き　（　）内数字はコードの個数
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